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こ
の
移
転
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
た
更
衣
室
や
測
定
室
、

専
用
の
待
合
室
等
が
新
た
に
設
け

ら
れ
、
余
裕
あ
る
空
間
で
保
健
指

導
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
狭
か
っ
た
ド
ッ
ク
サ
ロ
ン
も

　
「
組
合
員
皆
さ
ま
の
健
康
管
理

に
、
い
っ
そ
う
役
立
と
う
」
と
10

月
か
ら
新
た
に
は
じ
め
た
「
組
合

員
健
診
」
に
つ
い
て
も
問
い
合
わ

せ
や
申
し
込
み
者
が
増
え
て
い
ま

す
。「
が
ん
検
診
コ
ー
ス
」
も
オ

プ
シ
ョ
ン
追
加
が
で
き
る
の
で
好

評
で
す
。
こ
れ
ら
は
組
合
員
で
あ

れ
ば
誰
で
も
、
何
歳
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
し
、
ご
家
族
の
方
も
同

価
格
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
「
受
け
や
す
い
価
格
だ
っ
た
の

で
、
申
し
込
み
た
い
と
思
っ
た
」

「
気
に
な
っ
て
い
た
『
が
ん
検

診
』
も
一
緒
に
受
け
ら
れ
て
良
か

っ
た
」「
万
一
、
再
検
査
の
場
合

も
、
こ
の
病
院
で
受
け
ら
れ
る
か

ら
安
心
」
と
評
判
で
す
。

　

普
段
、
人
間
ド
ッ
ク
や
定
期
的

な
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
方
は
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
や

健
や
か
な
未
来
の
た
め
に
も
年
に

一
度
は
健
康
診
断
を
ぜ
ひ
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
管
理

科
（
☎
22
‐
４
３
２
１
）
ま
で
。

　
「
新
病
院
は
新
築
移
転
」
の
理

事
会
決
定
を
、
組
合
員
に
正
し
く

知
ら
せ
よ
う
と
、
理
事
会
・
病
院

管
理
部
と
支
部
役
員
が
協
力
し
、

２
ヶ
月
間
15
ヶ
所
で
実
施･

予
定

し
て
い
ま
す
。

　
「
方
針
を
決
め
た
な
ら
早
く
実

現
し
て
。
通
い
が
大
変
な
方
に
は

通
院
支
援
の
活
用
を
図
ろ
う
」

「
移
転
反
対
だ
っ
た
が
、
説
明
を

聞
き
移
転
し
か
な
い
と
思
っ
た
」

「
初
期
投
資
の
莫
大
な
資
金
は
大

丈
夫
か
」「
跡
地
利
用
で
は
ぜ
ひ

介
護
施
設
を
つ
く
っ
て
」
な
ど
率

直
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

11
月
19
日
、

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
に
、
40
歳

か
ら
80
歳
ま
で
の

31
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

最
初
は
、
医
療

生
協
推
奨
の
「
８

つ
の
生
活
習
慣
と

２
つ
の
健
康
指

標
」
と
、「
健
康
づ

く
り
問
診
票
」
の

記
入
で
、
個
々
の

生
活
習
慣
を
振
り

　

利
根
中
央
病
院
の
健
康
管
理
科
が
１
階
北
病
棟
跡
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

手
狭
だ
っ
た
診
察
室
や
待
合
室
が
改
善
さ
れ
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
空
間
の
中
で
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

等
で
組
合
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
切

実
な
声
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る

▼
利
用
者
の
住
所
は
、
旧
水
上
町

が
22
％
と
多
く
、
続
い
て
旧
月
夜

野
町
17
％
と
合
併
後
の
み
な
か
み

町
の
方
が
４
割
を
超
え
て
い
る
▼

旧
水
上
町
の
方
々
は
、
バ
ス
で
水

上
駅
ま
で
行
き
、
電
車
に
乗
り
、

更
に
は
沼
田
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で

来
て
い
る
。
他
の
地
域
で
も
、
バ

ス
の
本
数
が
な
く
、
朝
早
く
出
た

り
、
タ
ク
シ
ー
で
来
た
り
し
て
い

る
。
病
気
を
抱
え
る
だ
け
で
も
大

変
な
の
に
、
通
院
自
体
が
更
に
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
っ
た
▼
こ
う
し
た
実
情

を
踏
ま
え
、
行
政
や
自
治
体
と
し

て
補
助
制
度
な
ど
対
応
し
て
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
▼
今
回
、

通
院
支
援
の
利
用
者
は
、
組
合
員

本
人
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
ま
で
「
世
帯
加
入
」
と
い

う
形
を
と
っ
て
い
た
が
、
生
協
法

で
は
「
個
人
加
入
」
で
あ
る
。
今

回
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
本
来
の

形
に
な
る
こ
と
を
願
う
▼
利
用
者

か
ら
は
「
こ
れ
で
安
心
し
て
通

院
で
き
る
」「
組
合
員
で
良
か
っ

た
」
と
感
謝
さ
れ
、「
本
当
に
助

か
っ
た
。
嬉
し
か
っ
た
の
で
」
と

50
口
の
増
資
さ
れ
た
方
を
は
じ

め
、「
今
後
も
少
し
ず
つ
増
資
す

る
よ
」
と
い
う
方
が
多
い
▼
自
分

が
30
年
近
く
前
に
組
織
部
に
い
た

頃
、
班
長
だ
っ
た
方
々
が
、
80
歳

を
過
ぎ
て
通
院
支
援
を
申
し
込
ん

で
き
た
。「
久
し
ぶ
り
で
す
ね
」

と
昔
話
に
花
が
咲
い
た
。
そ
う
し

た
80
歳
代
の
方
が
半
分
近
く
を
占

め
る
。
恩
返
し
の
つ
も
り
で
一
生

懸
命
に
対
応
し
た
い
。　　
（
関
）

　

通
院
支
援
を
担
当
し

て
２
ヶ
月
が
過
ぎ
、
申

し
込
み
は
170
件
を
超
え

た
。
こ
れ
は
、
総
代
会

一人は万人のために 万人は一人のために

〈女性の飲酒〉ライフスタイルの変化から、女性の飲酒率が増加し40年前の4倍に上り、20代後半では男性を上回る逆転現象もおきています。

（１） 第507号2011年12月１日（毎月1回1日発行）

利根保健生協　2011 年 10 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・26,355 世帯
出 資 金 額・・・・1,227,360,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・46,570 円

◆出資金一世帯平均で全国目標の
　５万円達成をめざしましょう

理事26名　監事3名　総代201名　班長1331名　保健委員1723名
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名

朝の受付場所も改善され、健診・ドック専用の待合室となった

健
や
か
な
未
来
を

ゆ
っ
た
り
空
間
に
改
善

組
合
員
健
診
も
好
評

健
康
管
理
科
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

健
康
管
理
科
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

く
つ
ろ
げ
る
環
境
に
改
善
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
事
務
室
と
診
察

室
で
二
分
さ
れ
て
い
た
事
務
業
務

も
一
室
に
ま
と
ま
っ
た
の
で
効
率

的
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
こ
と
で
利
用

者
様
の
様
子
を
う
か
が
い
な
が
ら

業
務
も
で
き
、
お
互
い
に
声
が
掛

け
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

定
期
的
な
利
用
者
か
ら
も
「
待

合
室
が
広
々
し
、
待
っ
て
い
て
も

疲
れ
な
い
」「
落
ち
着
い
た
空
間

で
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
よ
う
に
な

り
嬉
し
い
」
等
の
声
も
聞
か
れ
て

い
ま
す
。

返
り
な
が
ら
、
自
身
の
健
康
度
が

分
か
り
改
善
点
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

実
習
で
は
、
職
員
や
保
健
大
学
の

卒
業
者
（
中
央
保
健
連
絡
会
）
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
血
圧
、

貧
血
、
体
組
成
、
腹
囲
、
尿
、
歯

科
と
多
く
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
測
定
し
合

い
ま
し
た
。「
自
己
チ
ェ
ッ

ク
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」

「
無
料
で
で
き
る
の
が
嬉
し

い
。
こ
れ
な
ら
班
会
で
も
で

き
る
ね
」
と
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

認
知
症
予
防
と
し
て
、
左

右
違
う
手
の
動
き
に
足
も
同

時
に
動
か
し
た
り
す
る
レ
イ

ン
ボ
ー
体
操
も
体
験
。「
や
だ

〜
。
で
き
な
い
」
と
間
違
っ

て
も
笑
い
声
や
笑
顔
が
絶
え

な
い
楽
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。

　

最
後
に
、
大
塚
副
院
長
よ

り
認
定
証
が
一
人
ひ
と
り
に

渡
さ
れ
新
し
い
サ
ポ
ー
タ
ー

が
誕
生
。「
生
活
習
慣
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

「
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
、
健
康
維
持
に
つ
と
め
た

い
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
「
ま
ち
か
ど
健
康
チ

ェ
ッ
ク
」
や
「
班
会
」
な
ど
地
域

で
の
健
康
づ
く
り
活
動
で
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

新築移転

地
域
ご
と
に
説
明
会

正
し
く
知
ら
せ
よ
う

 

▶ 

沼
田
東
支
部
の
説
明
会

 

▶ 
栄
町
の
班
会
で
説
明
会

自分でできるね
健康チェックサポーター養成講座
自分でできるね



　

10
月
30
日
、「
な
く
せ
原
発
、

　

10
月
29
日
、「
地
域
の
が
ん
検
診

受
診
率
を
高
め
よ
う
」
と
、「
県

が
ん
診
療
連
携
推
進
病
院
」
に
指

定
さ
れ
て
い
る
利
根
中
央
病
院
主

催
で
市
民
公
開
講
座
が
行
わ
れ
76

人
が
参
加
し
ま
し
た
。（
写
真
左
）

　

今
回
は
、
県
健
康
づ
く
り
財
団

専
務
理
事
・
医
療
局
長
の
真
鍋
重

夫
先
生
を
招
い
て
「
賢
く
選
ん
で

受
け
よ
う
。
が
ん
検
診
」
の
話
。

　
「
自
覚
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

専
門
医
に
早
め
の
受
診
」「
定

期
的
に
信
頼
で
き
る
病
院
で
検

診
」、
ま
た
、
胃
が
ん
に
は
ピ
ロ

リ
菌
の
除
菌
が
大
切
。
し
か
し
、

「
が
ん
検
診
」
を
受
け
れ
ば
１
０

０
％
見
つ
か
る
と
誤
解
し
て
い
る

人
も
多
い
が
、
検
診
に
も
限
界
が

あ
り
、
一
定
の
割
合
で
「
見
逃
し

も
起
こ
り
、
避
け
ら
れ
な
い
」。

賢
く
選
ん
で
受
け
る
こ
と
が
基
本

と
の
話
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
検
診
の
限

界
が
分
か
っ
た
」「
検
診
を
受
け

た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
し
て
い
て

は
駄
目
だ
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
福

島
」
を
掲
げ
た
大
集
会
が
福
島
市

で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
一
万
人
、

利
根
沼
田
か
ら
は
バ
ス
で
25
人
が

参
加
し
ま
し
た
。（
写
真
上
）

  

人
々
が
、
安
心
し
て
暮
ら
し
働

け
る
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
生
活

を
一
日
も
早
く
取
り
戻
し
、「
子

ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
！
」「
被

害
・
損
害
の
全
面
賠
償
を
」
と
、

東
電
と
国
に
怒
り
が
ぶ
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
藤
林
信
子
看
護
師
は

「
被
災
地
で
放
射
能
汚
染
に
よ
る

健
康
被
害
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら

生
活
を
送
っ
て
い
る
方
々
の
不
安

や
、
怒
り
、
悲
し
み
、
悔
し
さ
を

聞
き
『
今
、
自
分
に
出
来
る
事
は

何
か
？
』
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一

日
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
放
射
線
測
定
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
11
月
4
日
「
い
こ
い

の
家
放
射
線
測
定
隊
」
と
、
組
織

部
員
の
計
７
人
で
、「
心
配
な
の

で
測
っ
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
が
あ

っ
た
病
院
周
辺
の
住
宅
を
測
定
し

て
み
ま
し
た
。

　

測
定
結
果
は
ど
の
お
宅
で
も
雨

樋
か
ら
地
面
へ
流
れ
込
ん
で
い
る

周
辺
は
、
１
・
５
〜
３
・
５μ
シ
ー

　

11
月
12
日
、
利
根
中
央
病
院

で
、「
温
泉
地
の
旅
館
で
ガ
ス
爆

発
」
を
想
定
し
、
負
傷
者
60
人
搬

送
と
い
う
大
規
模
災
害
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
上
・
下
）

　

今
回
は
、
医
学
生
・
看
護
学
生

ら
も
模
擬
患
者
と
し
て
参
加
し
、

「
痛
い
よ
ー
」「
早
く
診
て
く
れ

ー
」
と
、
本
番
さ
な
が
ら
迫
真
の

演
技
で
、
順
次
運
ば
れ
ま
し
た
。

重
傷
度
に
よ
っ
て
、
各
エ
リ
ア
に

振
り
分
け
ら
れ
た
患
者
は
、
招
集

さ
れ
た
医
師
や
看
護
師
ら
職
員
が

負
傷
箇
所
な
ど
確
認
し
処
置
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　

 

担
当
医
師
か
ら
の
ま
と
め
で

は
「
混
乱
を
経
験
す
る
こ
と
が
大

事
、
こ
う
し
た
機
会
を
今
後
に
生

か
し
て
も
ら
い
た
い
」。

　

ま
た
、
利
根
沼
田
消
防
署
員
と

当
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
に
よ
る
災
害
現
場
で

の
救
出
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
ル
ト
の
数
値
が
出
て
い
ま
し
た
。

３
才
ぐ
ら
い
の
お
子
さ
ん
が
い
た
お

宅
で
庭
の
芝
生
を
測
定
し
た
と
こ
ろ

０
・
２μ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
お
母
さ
ん

は
結
果
を
聞
い
て
、「
じ
ゃ
あ
庭

で
遊
ば
せ
て
も
大
丈
夫
」
と
安
心

し
て
い
ま
し
た
。
班
や
地
域
で
測

定
を
行
い
数
値
に
よ
っ
て
は
「
再

調
査
と
除
染
対
策
」
を
行
政
に
働

き
か
け
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

測
定
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

老
健
と
ね
五
十
嵐
、
組
織
部
高

橋
、
金
井
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
原
発
事
故
か
ら
８
ヶ

月
、「
被
害
者
体
験
を
聞
く
会
」

を
行
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
福
島

の
浜
通
り
医
療
生
協
か
ら
、
組
合

員
さ
ん
と
職
員
が
来
訪
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

  

沼
田
東
支
部
が
尾
瀬
市
場
店
舗

前
で
、
血
圧
測
定
と
体
組
成
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
。
午
後
の
暑
い
日
ざ

し
を
浴
び
な
が
ら
野
外
で
買
い
物

に
来
た
人
、
20
人
余
の
血
圧
、
体

組
成
を
実
施
。
定
期
的
に
測
定
さ

れ
て
い
る
人
は
以
前
の
結
果
と
比

べ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
左
）

　

昭
和
の
湯
で
は
31
人
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
。
入
浴
前
の
血
圧
、
体
組

成
で
「
安
心
し
て
風
呂
に
入
れ
る

よ
」「
脂
肪
を
落
と
さ
な
き
ゃ
」

と
。
土
曜
日
の
午
後
の
た
め
か
遠

方
よ
り
来
た
人
も
「
無
料
か
い
」

「
有
り
難
い
ね
え
」
と
快
く
受
け

て
い
ま
し
た
。（
写
真
右
）

　
「
老
健
と
ね
」
で
、
恒
例
の
秋

の
運
動
会
。

　

種
目
は
お
馴
染
み
の
パ
ン
食
い

競
争
を
は
じ
め
、
職
員
対
抗
の
綱

引
き
、
新
し
い
種
目
で
は
ロ
ー
プ

に
ラ
ッ
プ
の
芯
を
通
し
て
早
さ
を

競
う
『
物
送
り
ゲ
ー
ム
』
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
「
赤
組
頑
張
れ
！
」「
白
組
負
け

る
な
！
」
と
声
援
が
飛
び
交
い
、

優
勝
し
た
赤
組
が
く
す
玉
を
割

り
、
両
組
と
も
笑
顔
で
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
左
）

利 根 の 保 健

500ml の缶ビール 1 本分のアルコールが分解されるのに 4 時間かかります。たくさん飲むと分解されないまま出勤することになります。
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よ
う

　

 

こ
そ

10
月
の

新
加
入
者

10
月
分

新
し
い
仲
間

増
資
者
一
覧

▼
10
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
六
一
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
10
月
の
増
資
は
七
一
五
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、
紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　

七
八
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

〈
沼
田
北
支
部
〉

若
松　

大
朔

〈
利
南
支
部
〉

岡
村　

和
則

〈
薄
根
支
部
〉

小
池　

敏
夫

〈
川
田
支
部
〉

塩
野　

秀
雄

塩
野　

良
枝

〈
白
沢
支
部
〉

星
野
か
つ
子

〈
片
品
支
部
〉

星
野　

圭
子

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

阿
部　

直
子

高
橋
り
ゆ
う

〈
水
上
支
部
〉

丸
茂　

ユ
キ

木
村
や
へ
子

鈴
木　

隆
代

〈
新
治
支
部
〉

田
村　

銀
治

木
内　

百
江

〈
昭
和
東
支
部
〉

高
橋　

マ
サ

〈
昭
和
南
支
部
〉

青
木
カ
ツ
江

bbbbbbb

bbbbbbb

bbbbbbb

　
（
160
口
以
上
）

広
橋　

絹
代

　
（
150
口
以
上
）

高
橋　

宗
三

　
（
130
口
以
上
）

星
野　

公
平

　
（
100
口
以
上
）

中
村　

秀
夫

原
澤　

恒
雄

小
野　

財
視

角
田　
　

実

　
（
90
口
以
上
）

藤
岡　

勇
次

増
田　
　

茂

　
（
80
口
以
上
）

木
村　

正
光

　
（
70
口
以
上
）

今
井　
　

守

金
子　

公
二

西
山　
　

大

　
（
60
口
以
上
）

信
沢　

吉
治

堀
越　
　

昇

　
（
50
口
以
上
）

大
谷　

紀
男

宮
崎　

俊
雄

比
金　

正
夫

鈴
木　

通
夫

　
（
40
口
以
上
）

真
庭
道
太
郎

　
（
30
口
以
上
）

星
野　

幸
江

　
（
20
口
以
上
）

浅　
　
　

進

篠
田　

勝
広

竹
内　

ア
キ

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

　
（
200
口
以
上
）

笛
木　

喜
枝

〈
水
上
支
部
〉

　
（
2540
口
以
上
）

穂
苅　

清
一

　
（
2160
口
以
上
）

小
崎
洋
一
郎

　
（
250
口
以
上
）

生
方　

い
と

〈
沼
田
東
支
部
〉

　
（
1610
口
以
上
）

大
島　

昭
治

　
（
30
口
以
上
）

半
田　

敏
夫

〈
沼
田
西
支
部
〉

　
（
360
口
以
上
）

南
雲　

ち
よ

　
（
310
口
以
上
）

岡
嶋　

禎
子

　
（
20
口
以
上
）

中
村　

武
士

〈
沼
田
北
支
部
〉

　
（
1410
口
以
上
）

中
澤　

竹
雄

　
（
120
口
以
上
）

後
藤　

武
夫

　
（
60
口
以
上
）

亀
山　

高
人

〈
川
田
支
部
〉

　
（
200
口
以
上
）

岡
野　

行
男

〈
利
根
北
支
部
〉

　
（
470
口
以
上
）

星
野　

一
重

　
（
30
口
以
上
）

加
藤　

周
子

〈
片
品
支
部
〉

　
（
200
口
以
上
）

青
木　

与
作

　
（
140
口
以
上
）

横
山　

二
郎

〈
川
場
支
部
〉

　
（
200
口
以
上
）

田
中　

利
明

　
（
90
口
以
上
）

太
田　

弘
行

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

　
（
1300
口
以
上
）

真
庭　

利
治

　
（
580
口
以
上
）

尾
崎　

孝
男

　
（
260
口
以
上
）

尾
崎　

延
章

　
（
200
口
以
上
）

関　
　

一
郎

　
（
180
口
以
上
）

鈴
木　

美
男

　
（
170
口
以
上
）

阿
部
直
三
郎

　
（
150
口
以
上
）

小
林　

真
一

平
沢　

孝
子

　
（
130
口
以
上
）

宇
津
木
彦
久

木
村　

京
子

　
（
110
口
以
上
）

阿
部　
　

等

渡
辺　

ひ
で

　
（
100
口
以
上
）

田
村
広
太
郎

　
（
90
口
以
上
）

綿
貫　

幸
次

田
村
ハ
ル
子

　
（
80
口
以
上
）

阿
部　

幸
雄

　
（
70
口
以
上
）

野
林　

い
そ

　
（
60
口
以
上
）

青
木　
　

登

高
橋　

君
子

　
（
50
口
以
上
）

須
藤　

邦
男

阿
部
さ
つ
子

　
（
40
口
以
上
）

宮
崎
左
五
衛

須
田　

松
雄

山
田
巳
弥
男

　
（
30
口
以
上
）

小
杉　

明
弘

　
（
20
口
以
上
）

鈴
木　

富
次

石
井　
　

清

　
（
10
口
以
上
）

石
坂　

是
義

須
田　

高
幸

大
原　

幸
江

〈
新
治
支
部
〉

　
（
60
口
以
上
）

生
津　
　

倫

　
（
20
口
以
上
）

木
内　

百
江

〈
昭
和
東
支
部
〉

　
（
60
口
以
上
）

高
橋　

マ
サ

〈
昭
和
南
支
部
〉

　
（
70
口
以
上
）

青
木
カ
ツ
江

〈
高
山
村
〉

　
（
60
口
以
上
）

松
井
長
一
郎

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

放
射
線
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

「
な
く
せ
原
発
」福
島
集
会
に
一
万
人

賢
く
選
び
受
け
よ
う

        

「
が
ん
検
診
」

市民
公開講座

大
災
害
の
想
定
で
訓
練

　
　
　
　
　利
根
中
央
病
院

 

ま
ち
か
ど

  

健
康
チ
ェ
ッ
ク

 

ま
ち
か
ど

  

健
康
チ
ェ
ッ
ク

尾
瀬
市
場

　店
舗
前

昭
和
の
湯

老
健
と
ね

   

運
動
会

老
健
と
ね

   

運
動
会

と
　
き
　
12
月
３
日（
土
）２
時
〜

と
こ
ろ
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21  

７
階

共
　
催
　
利
根
保
健
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
利
根
沼
田
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
参
加
無
料
）

放
射
線
測
定

 

高
い
雨
樋
流
出
付
近

①生協の各施設の利用時
には窓口に「組合員証」
を必ず提示して下さい。
未加入の方は、加入し
てご利用下さい。

②住所や、世帯主が変わっ
たら手続きをお願いし
ます。届出の用紙は、
生協本部にあります。
組合員証と印鑑・身分
を証明できる保険証、
もしくは免許証を持参
して下さい。

組合員証の提示と
変更届を

　　　連絡先
生協本部
　　総務部・組織部
　☎ 22-6060

お願い

22
６
０
６
０

部



一人は万人のために 万人は一人のために

２０代前半の飲酒率は男性が８割女性が９割。アルコール依存症につながるとされる ｢多量飲酒者｣ も増加傾向にあります。
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班会あれこれ
おらがまちの10月班会開催一覧

夫
逝
き
て
孤
独
の
日
々
を
畑
仕
事

精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
一
年
除
夜
の
鐘

虫
鳴
く
や
消
防
小
屋
の
赤
ラ
ン
プ

鐘
の
音
や
い
つ
も
と
違
ふ
霜
の
朝

紺
碧
の
空
を
背
負
い
て
柿
を
捥
ぐ

秋

燕

見

納

め

な

る

か

お

ら

の

里

し
ゅ
う
め
い
菊
や
散
り
て
狭
庭
を
白
く
染
む

そ
れ
ぞ
れ
の
素
顔
に
戻
る
ク
ラ
ス
会

Ｔ

Ｐ

Ｐ

先

の

見

え

な

い

米

農

家

Ｔ
Ｐ
Ｐ
得
を
す
る
の
は
何
処
の
誰

沼
田
市
久
屋
原
町　
　

川　

田　

み
の
る

み
な
か
み
町
下
牧　
　

高　

橋　

勝　

巳

沼
田
市
東
原
新
町　
　

林　
　
　

睦　

月

み
な
か
み
町
師　
　
　

増　

田　

耕　

寿

み
な
か
み
町
入
須
川　

上　

村　

泰　

流

沼
田
市
上
発
知
町　
　

田　

村　

北　

泉

沼
田
市
上
発
知
町　
　

田　

村　

稲　

雀

沼
田
市
薄
根
町　
　
　

加
瀬
田　

フ
サ
ヱ

み
な
か
み
町
月
夜
野　

林　
　
　

い
く
じ

み
な
か
み
町
相
俣　
　

三
国
路　

青　

猿

※
新
年
号
原
稿
募
集
中　

締
切
り
12
月
15
日
（
木
）

沼
田
市
上
原
町　
　
　

吉　

野　

秋　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
高
橋
場
町　
　

田　

島　

智　

恵

　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
白
沢
町　
　
　

大　

迫　

あ
い
子

　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
か
み
町
湯
原　
　

渡　

丸　

共　

代

　
　
　
　
　

昭
和
村
川
額　
　
　
　

板　

橋　

き
み
江

　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
か
み
町
大
穴　
　

深　

沢　

み
ど
り

　
　
　
　
　

沼
田
市
坊
新
田
町　
　

小　

林　

初　

江

　
　
　
　
　
　

沼
田
市
高
橋
場
町　
　

森　

田　

妙　

子

　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
白
沢
町
尾
合　

飯　

田　

清　

子

　
　
　
　
　
　

み
な
か
み
町
下
津　
　

原　

沢　

貞　

子

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
村
森
下　
　
　
　

倉　

沢　

さ
な
へ

道
に
舞
ふ
桜
の
落
葉
踏
み
し
め
て
登
校
生
ら
足
早
に
行

く
　
　

冬
空
の
高
く
澄
み
つ
つ
銀
杏
黄
葉
の
か
が
や
く
と
こ
ろ

雲
の
流
る
る

晩
秋
の
木
立
の
奥
に
洩
る
る
日
は
か
ら
む
蔦
の
葉
色
濃

く
照
ら
す
　
　

県
境
の
岳
に
雪
降
り
も
み
じ
葉
の
色
く
す
み
た
り
周
囲

の
山
や
ま

嘆
く
な
と
祭
壇
の
友
言
ふ
如
く
満
面
に
笑
む
ま
な
ざ
し

ぬ
く
し
　
　
　
　
　

時
折
に
過
ぐ
る
車
に
道
端
の
嵩
の
落
葉
に
ガ
サ
ッ
と
踏

み
込
む

夕
暮
れ
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
り
初
め
俄
に
明
る
む

裏
町
通
り

秋
深
み
谷
川
岳
に
新
雪
が
積
り
吹
く
風
冬
も
ま
じ
か
に

　畠
隅
に
折
り
重
な
り
て
露
霜
に
倒
れ
し
茗
荷
に
秋
の

深
ま
る
　
　
　
　

亡
夫
植
ゑ
し
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
紅
葉
し
感
慨
新
た
に

蘇
り
来
ぬ

小
雨
降
る
高
速
道
は
霧
の
海
キ
ャ
ノ
ン
の
灯
り
ま
ぼ

ろ
し
の
如
し

利
根
保
健
生
協　

組
織
部　
「
な
か
ま
の
作
品
」
係

郵
送
先　

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
九
〇
八
番
地
の
六

チケットの問い合せ先
病 院 総 務 課 ☎22-4321
生協本部組織部 ☎22-2300
 一般　3000円　高校生以下　1000円

ミュージカル「アトム」上演
わ
ら
び
座

わ
ら
び
座

日　時　12月10日（土）13：30開場14：00開演
場　所　利根沼田文化会館
主　催　利根沼田公演実行委員会

インフルエンザの話

足の運動

ボケ予防体操

指圧

大腸がんチェック

食生活について

歯無しの話

病院見学

　

第
43
回
群
馬
県
生
協
大
会
が
10

月
27
日
に
前
橋
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

団
体
表
彰
で
は
、
片
品
村
で
受

け
入
れ
た
南
相
馬
市
か
ら
の
原
発

事
故
避
難
者
と
の
交
流
班
会
を
ひ

ら
く
な
ど
「
助
け
合
い
・
支
え
あ

い
」
の
活
動
を
広
げ
た
片
品
支
部

と
、
最
高
齢
者
93
歳
、
平
均
年
齢

85
歳
以
上
の
集
ま
り
で
、
ほ
ぼ
毎

月
班
会
を
開
き
、
足
掛
け
40
年
ほ

ど
に
な
る
昭
和
東
支
部
・
糸
井
中

宿
班
が
受
賞
し
ま
し
た
。

群
馬
県
生
協
大
会

　
　盛
大
に
開
催

群
馬
県
生
協
大
会

　
　盛
大
に
開
催

片
品
支
部

昭
和
東
支
部

糸
井
中
宿
班

片
品
支
部
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井
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宿
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第43回

川
田　

　
　

宮
塚
合
同
班

沼
田
南

　

鍛
冶
町
合
同
班

白
沢　

　
　

尾
合
合
同
班

利
根
北

　
　

穴
原
班

利
南

　

上
久
屋
馬
場
班

片
品　

築
地
班

月
夜
野
東

　

上
入
下
入
合
同
班

沼
田
西

　
　

薄
根
町
６-

１
班

（笠原さん）（桑原さん）（加藤さん）（中嶋会長）

支部名 班　名 班  長  名 人数 班 会 内 容
沼田東 材木町11 小 林 永 久 子 6 脳梗塞について

上原新町7-3 生 方 　 輝 房 4 生活習慣病･大腸がんチェック
上原新町9-1 星 野 　 栄 子 3 生活習慣病･大腸がんチェック
上原新町9-2 星 野 フ ジ 子 3 生活習慣病･大腸がんチェック
上原新町10-2 桑 原 　 徳 枝 3 生活習慣病･大腸がんチェック
上原新町7-3 生 方 　 輝 房 4 温泉班会
上原新町6-2 村 田 　 定 蔵 3 温泉班会
上原新町9-2 星 野 フ ジ 子 3 温泉班会
上原新町10-2 桑 原 　 徳 枝 3 温泉班会
西原新町11-1 得 能 　 淑 子 5 大腸がんチェック

沼田西 榛名町8-2 金 子 　 く ら 4 病院建設について
榛名町8-1 宮 内 は つ え 3 病院建設について

沼田南 鍛冶町10 馬 場 半 次 郎 3 後期高齢者医療制度について
鍛冶町5 下 　 　 ろ く 3 後期高齢者医療制度について

利　南 下久屋原 星 野 サ ヨ 子 4 介護保険について
戸鹿野町１、２ 星 野 　 早 苗 9 腰痛体操
上久屋馬場 織田澤　澄世 5 大腸がんチェック

池　田 上発知町門前1 峰 川  信 夫 3 インフルエンザについて
上発知町楚利上 吉 野 　 　 進 3 インフルエンザについて
上発知町楚利下 峰 川 　 一 郎 3 インフルエンザについて
上発知町坂上 角 田 　 末 吉 3 インフルエンザについて
上発知町馬場 木 村 　 由 夫 3 インフルエンザについて
上発知町上南 戸 丸 　 た ね 3 インフルエンザについて

薄  根 硯田町上 小 林 　 順 一 4 大腸がんチェック
硯田町下 金 子 　 幸 子 5 大腸がんチェック

川　田 下川田町宮塚１ 深 津 　 文 子 4 インフルエンザについて
下川田町宮塚３ 深 津 　 京 子 3 インフルエンザについて
下川田町田中１ 茂 木 　 チ ヨ 7 インフルエンザについて
下川田町田中２ 生 方 志 づ 子 7 インフルエンザについて

白沢 尾合上 角 田 　 梅 子 4 インフルエンザについて
利根北 高戸谷合同 加 藤   眞 喜 7 体組成チェック･肥満の話

穴原1･2 中 澤   貞 祇 12 歯無しの話
追貝合同 小 林 　 喜 市 7 輪投げ･スマイルボーリング･筋トレ

片　品 菅沼合同 大 竹  敏 彦 5 介護保険の話
菅沼合同 戸 丸 　 長 太 4 介護保険の話

川　場 中野合同 宮 田 貴 美 子 8 食事会
月夜野東 後閑上入 佐 藤 　 　 興 4 インフルエンザについて

後閑下入 渋 谷   典 子 4 インフルエンザについて
真庭政所 大 谷 ス ミ 子 13 ８つの健康習慣
下牧原の中 山 田 八 重 子 4 大腸がん･体組成･尿チェック
下牧原－２ 高橋 　ミネ 3 大腸がん･体組成･尿チェック

月夜野西 月夜野町組13-2 杉 木   人 江 4 歯のおはなし
月夜野町組10-2 高 橋   靖 二 4 歯のおはなし
月夜野町組12-1 長 濱   水 朗 4 歯のおはなし
月夜野橋下洞上2 南 雲   紀 子 4 歯のおはなし

水　上 藤原山口 雲 越   萬 枝 8 誤えん性肺炎
新　治 猿ヶ京合同 高 橋   米 子 8 ゆるゆる体操・顔面体操・グーパー

猿ヶ京合同 都 丸   君 子 6 ゆるゆる体操・顔面体操・グーパー
猿ヶ京合同 高 橋   米 子 9 ごっくん体操･スマイルトレーニング
猿ヶ京合同 都 丸   君 子 7 ごっくん体操･スマイルトレーニング
須川十二河原 田 村 　 照 代 3 指圧
須川上 細 川 の ぶ 子 3 骨密度チェック、腰痛・膝通体操
須川中 梅 澤 由 美 子 3 骨密度チェック、腰痛・膝通体操
須川下1 見 城 　 光 子 3 骨密度チェック、腰痛・膝通体操
須川下2 太 田 ヒ サ 子 3 骨密度チェック、腰痛・膝通体操

昭和東 糸井中宿 須 藤 　 澄 子 5 社会と生協について
職域・他 新婦人 中 島 　 三 枝 11 ころばん･せらばん体操

新婦人 中 島 　 三 枝 13 レインボー体操
新婦人 中 島 　 三 枝 14 ストレッチ･レインボー体操
新婦人 中 島 　 三 枝 14 レインボー体操
レインボー 田 村 　 照 代 5 レインボー体操

総　計 61 322

肉 味 噌 お で ん

大根…400ｇ　厚揚げ、こんにゃく…各1枚（各200ｇ）
里いも…4個　人参…（小）1本
ブロッコリー…1/2株　だし汁…6カップ　塩…少々
肉味噌 鶏ひき肉…100ｇ　長ねぎ…1本　にんにく…1/2片
　　　 サラダ油…大さじ1
　　  Ⓐ味噌…100ｇ　砂糖、みりん…各大さじ3
       　酒…大さじ2　だし汁…1/4カップ

①大根は皮をむき1.5cm幅の半月に切
り、かぶる位の水から15分程茹で、8
等分の三角形に切ったこんにゃくを
加えてさらに5分程茹でる。

② ①の具材を取り出し、残った熱湯に厚
揚げを通して油抜きし、8等分の三角
形に切る。

③里いもは皮をむいて大きければ半分
に切り、塩を振ってもみ込み、水洗い
してかぶる位の水から10分茹でる。

④人参は皮をむいて５㎜幅の輪切りに
する。

⑤ブロッコリーは小房に分け塩を加え

た熱湯で1～2分程茹で、水に放して
水気を切る。

⑥土鍋にだし汁を煮立てて②～④を入
れ、再び煮立ったら火を弱めてアクを
除き、蓋をして15分程煮る。最後に⑤
を加えひと煮する。

⑦肉味噌を作る。小鍋にサラダ油を熱
し、みじん切りにした長ねぎ、にんにく
を炒め、香りが出てきたら鶏ひき肉を
入れて炒め合わせ、混ぜ合わせたＡを
加えて弱火で4～5分、かき混ぜなが
らとろりと練り上げる。⑥に添える。

（栄養課　中林国祐）

□ 材料（４人分）354kcal   塩分 3.4ｇ



こ
ど
も
の
喘
息
に
つ
い
て

ま
た
、
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
と
喘

息
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
治
り
が
悪

く
な
り
ま
す
。
ご
家
族
は
子
供
の

前
で
喫
煙
す
る
の
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

②
次
に
、
重
症
度
に
あ
わ
せ
た
発

作
を
起
こ
し
に
く
く
す
る
た
め
の

予
防
薬
を
用
い
る
こ
と
が
治
療
の

基
本
に
な
り
ま
す
。「
小
児
気
管

　

喘
息
は
、
呼
吸
を
す
る
と
き
に

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
、
ゼ
イ
ゼ
イ
と
い

う
音
（
こ
れ
を
「
ぜ
ん
め
い
（
喘

鳴
）」
と
言
い
ま
す
）
が
聞
こ
え

る
呼
吸
困
難
を
繰
り
返
す
病
気
で

す
。
小
児
の
場
合
、
大
人
と
比
べ

て
、
気
道
（
空
気
の
通
り
道
）
が

狭
い
た
め
、
風
邪
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、
喘
息
の
子
供
で
な
く
と

も
、
ゼ
イ
ゼ
イ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
に
３

回
以
上
の
喘
鳴
を
繰
り
返
す
時
に

喘
息
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

喘
息
の
お
子
さ
ん
の
気
道
は
、

発
作
が
な
い
と
き
で
も
慢
性
的
な

炎
症
（
気
道
炎
症
）
を
起
こ
し
て

い
て
、
赤
く
は
れ
て
痰
が
た
ま
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

タ
バ
コ
や
花
火
の
煙
、
運
動
、
気

象
の
変
化
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
わ

ず
か
な
刺
激
で
も
気
管
が
敏
感
に

反
応
し
て
（
気
道
過
敏
性
の
亢

進
）
発
作
を
起
こ
す
こ
と
も
喘
息

の
特
徴
で
す
。
季
節
の
変
わ
り
目

に
流
行
す
る
様
な
「
風
邪
」
に
か

か
っ
た
り
、
室
内
の
ダ
ニ
や
カ

ビ
、
動
物
の
ふ
け
な
ど
（
ア
レ
ル

ゲ
ン
）
を
吸
っ
て
し
ま
う
と
、
発

作
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

喘
息
の
症
状
は
、
せ
き
と
喘

鳴
、
息
苦
し
さ
で
す
が
、
喘
鳴
が

激
し
い
と
き
に
は
、
肩
で
呼
吸
を

す
る
、
息
を
吸
う
時
に
胸
が
ベ
コ

ベ
コ
へ
こ
む
、
脈
が
と
て
も
速
い
、

話
す
の
が
苦
し
い
、
横
に
な
れ
な

い
、
眠
れ
な
い
、
き
げ
ん
が
悪
く

泣
き
叫
ぶ
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま

す
。
こ
ん
な
症
状
が
出
た
時
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
は
自
分
で
息
苦
し
さ

を
訴
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、

様
子
を
よ
く
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

　

発
作
の
と
き
は
、
楽
な
姿
勢
を

と
ら
せ
、
水
を
飲
ま
せ
る
。
発
作

の
誘
因
か
ら
遠
ざ
け
る
（
外
に
で

る
だ
け
で
改
善
す
る
こ
と
も
あ

る
）、
発
作
を
抑
え
る
と
ん
服
薬

（
メ
プ
チ
ン
、
ホ
ク
ナ
リ
ン
な
ど
）

あ
る
い
は
吸
入
（
ベ
ネ
ト
リ
ン
や

サ
ル
タ
ノ
ー
ル
）
を
用
い
る
。
そ

れ
で
も
治
ま
ら
な
い
と
き
は
我
慢

せ
ず
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
発
作
時
の
対
処
法
を
前
も
っ

て
主
治
医
の
先
生
と
相
談
し
、
あ

　

最
初
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
喘

息
は
慢
性
的
な
病
気
で
す
。
発
作

が
起
き
て
い
な
く
て
、
本
人
は
元

気
に
過
ご
し
て
い
て
も
、
気
道

（
空
気
の
通
り
道
）
に
は
炎
症
が

残
っ
て
い
ま
す
。
治
療
せ
ず
に
い

る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
風
邪
、
タ

バ
コ
や
ほ
こ
り
な
ど
ア
レ
ル
ゲ
ン

と
の
接
触
で
、
ゼ
イ
ゼ
イ
し
た

り
、
咳
が
で
た
り
を
繰
り
返
し
て

し
ま
い
ま
す
。

喘
息
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は

①
ま
ず
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
掃
除
機
で
一
日
一
回
は
よ

く
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。
じ
ゅ
う

た
ん
や
、
布
製
の
ソ
フ
ァ
、
ぬ
い

ぐ
る
み
な
ど
は
ダ
ニ
の
す
み
か
と

な
り
や
す
い
の
で
、
な
る
べ
く
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
動

物
の
毛
や
フ
ケ
は
そ
れ
自
体
が
ア

レ
ル
ゲ
ン
に
な
り
ま
す
が
、
ダ
ニ

が
増
え
る
原
因
と
も
な
る
の
で
、

毛
や
羽
の
あ
る
ペ
ッ
ト
を
飼
う
の

は
避
け
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

わ
て
ず
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

支
喘
息
治
療
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
い
た
治
療
法
が
普
及

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
喘
息
の
治

療
お
よ
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
非
常

に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
に

よ
っ
て
少
し
治
療
薬
剤
や
投
与
量

が
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
基
本
治
療
は
吸
入
ス
テ
ロ
イ

ド
（
フ
ル
タ
イ
ド
、
キ
ュ
バ
ー

ル
、
パ
ル
ミ
コ
ー
ト
な
ど
）
あ
る

い
は
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮

抗
薬
（
オ
ノ
ン
、
シ
ン
グ
レ
ア
、

キ
プ
レ
ス
な
ど
）
に
な
り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
治
療
を
行
い
、
発

作
の
な
い
状
態
を
維
持
し
ま
し
ょ

う
。
喘
息
と
診
断
さ
れ
て
も
、
き

ち
ん
と
治
療
を
す
る
こ
と
で
、
他

の
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
運
動
も

旅
行
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
主
治
医
の
先
生
と
よ
く
相
談

し
て
、
お
子
さ
ん
に
あ
っ
た
治
療

を
選
択
し
て
発
作
が
な
く
不
安
の

な
い
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

父
親
が
長
年
、
生
協
活
動
を
し

て
い
て
、
自
分
も
利
根
中
央
病
院

で
娘
の
命
を
助
け
て
も
ら
っ
た
と

い
う
加
藤
さ
ん
。

　

18
年
前
に
当
時
理
事
だ
っ
た
須

藤
澄
子
さ
ん
と
し
ば
ら
く
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
班
会
を
再
開
し
ま

し
た
。
最
近
は
毎
月
、
料
理
な
ど

を
持
ち
寄
り
な
が
ら
平
均
年
齢
85

歳
の
５
人
で
医
療
の
学
習
は
も
ち

ろ
ん
「
大
声
で
歌
う
こ
と
が
健
康

の
秘
訣
」
と
懐
メ
ロ
を
歌
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。「
歌
で
昔
を
思

い
出
し
、
話
も
弾
む
。
継
続
で
き

て
い
る
の
は
楽
し
み
が
あ
る
か

ら
。
93
歳
の
野
田
フ
ミ
エ
さ
ん
が

元
気
に
参
加
し
て
い
る
の
も
み
ん

な
の
励
み
に
な
る
」
と
言
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
群
馬
県
生
協
大
会
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。「
評
価
さ

れ
て
う
れ
し
い
。
今
後
は
班
会
の

魅
力
を
伝
え
て
参
加
者
を
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

利 根 の 保 健

「女性は男性よりも依存症になり易い」のは、肝臓の容積が小さいことやホルモンの影響から、アルコールの分解能力が低いことが理由です。

（４）第507号2011年12月１日（毎月1回1日発行）

喘
息
発
作
の

喘
息
発
作
の

昭
和
村
糸
井
　
加
藤 

わ
か 

さ
ん

喘
息（
ぜ
ん
そ
く
）と
は

症
状
と
対
応

予
防
は
？

こ
ど
も
の
喘
息
に
つ
い
て

︱
ま
ず
環
境
の
整
備
を
︱
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白
沢
町
下
古
語
父

千
明
愛あ
い
ら空

ち
ゃ
ん
（
１
歳
７
ヶ
月
）

お
て
ん
ば
姫
で
す
！！

白
沢
町
下
古
語
父

千
明
夢み
そ
ら空

ち
ゃ
ん
（
４
歳
）

プ
リ
キ
ュ
ア
大
好
き
♥

沼
田
市
薄
根
町

鈴
木
翔し
ょ
う
き輝

く
ん
（
３
歳
）

素
直
に
ノ
ビ
ノ
ビ
育
っ
て
ね
♪

利
根
郡
昭
和
村

新
田　

旭あ
さ
ひく

ん
（
３
歳
）

優
し
く
て
元
気
な
お
兄
ち
ゃ
ん

利
根
郡
昭
和
村

星
野
凛り
ん
か華

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

マ
マ
の
ま
ね
っ
こ
大
好
き
♥

沼田市上発知町

金子陽
ひなた

春くん（３歳）
我が家の暴れん坊です

利根郡昭和村

新田美
みあき

瑛ちゃん（１歳７ヶ月）
元気いっぱいの女の子♪

沼田市久屋原町

反町魁
かいしゅう

秀くん（２歳７ヶ月）
将来の夢はプロ野球選手！！

「
健
康
の
秘
訣
は
大
声
で
懐
メ
ロ
」

　『
ぜ
ん
そ
く
』
っ
て
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
ど
も

に
意
外
と
多
い
喘
息
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
病
気
で
、
ど
ん
な
治

療
が
必
要
な
の
か
簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

利根中央病院
小児科医師

金 子 真 理

正常な気道の断面

ぜんそくの患者さんの気道の断面

気道粘膜

気道

筋肉（気道の広さを調節する）

〈症状（発作）がない時〉 〈症状（発作）がある時〉

気道粘膜がむくむ

気道
粘液（痰）が増える

筋肉が縮む

早めに病院へ行って
かぜを治しましょう

秋にはインフルエン
ザの予防注射をしま
しょう

外から帰ったらうが
いや手洗いをしてか
ぜを予防しましよう

台風が来る前や雨
が降る前には、注
意しましょう

タバコの煙はよくありません
お家の人に協力して
もらいましょう

毛のある動物は室内でできるだ
け飼わないようにしましょう

ふとんの上でとんだり
はねたりするのは
よくありません
ホコリを増やすような
ことは避けましょう

掃除をしてダニやホコリを減ら
しましょう

発作を起こさせるものをチェックしてセルフケアをしましょう

環境は大丈夫ですか？ かぜはひいて
いませんか？

天気に気を
つけましょう

１２月１７日（土）14時〜15時30分
内科外来待合室ホールにて

出演　・原田先生with軽音部
　　　・ハンドベル（ベルコウロ）
　　　・ゴスペル『星組』
　　　　　＊ぜひご来場下さい。

クリスマス コンサート 入場無料

2011 Christmas concert


